




はじめに

『生きる～東日本大震災と地域青年の記録～』第3号をお届けします。

私たちはこの間、 第1号(2012年 3月）、 第2号(2013年 3月）を発行してきました。『生

きる～東日本大震災と地域青年の記録～』は、2011 年3月11 日に発生した地震・津波・原子

力発電所事故とその後を、 青年たちが各地域でどのように生きぬいているか、 その事実を記

録として残すことを目的としています。

第3号の発行にあたっても、 このことを基本的な視座とし、 特に、 地域（被災地域含む）で

の学習や実践の記録に力点を置いて編集しました。 そして、 編集委員会では手記や原稿の募集に

際し、 次のように呼びかけました。

私たちは、 あの 3. 1 1から間もなく 3年をむかえようとしています。 未曾有の大震災での

被害にお見舞い申し上げるとともに、 癒えぬ苦しみや悲しみをこらえ、 復興に向けて力を尽

くしている仲間たちや先輩をはじめ多くの皆様に、 改めて心から敬意を表します。 私たちは

現在、 「生きる第 3号」の発刊をめざして動き始めています。 この間、 地域の青年たちは第1

号、 第2号に寄せられた手記を元にした語り合いを少しずつ広めていきました。 第3号では

これまで同様に 3. 11後、 各地域で青年たちがどのように生き抜いているか、 その事実を

記録として残すことを目的に、 震災から3年をむかえる中で、 地域や青年たちの暮らしの現

状と課題を浮き彫りにしていきます。 私たちの暮らしや地域を見つめ直すきっかけにつなげ

ていきたいと思います。 それは、 被災地域に暮らし明日の地域を担う私たちだからこそ、 取

り組まなければならないことだと確信します。（原稿募集のチラシより）

今号の構成は次のようになっています。

第1章「暮らす」 では、 震災から3年が経過した今の地域や青年たちの暮らしの現状を伝

える記録を掲載しました。

第2章 「学ぶ・伝える・つながる」では、地域青年団がこの一年間に取り組んできた復興支

援活動や学習活動の実践の一部を紹介し、地域をこえた青年たちの相互交流を記録しました。

日本青年団協議会（日青協）と加盟道府県青年団役員によるフィ ールドワ ー ク（福島県いわ

き市訪間、 福島県連合青年会の協力）の様子や参加者の感想も収録しました。

第3章「広がる・広げる」では、 青年や地域青年団への意見や提言、応援メッセ ー ジを、 異

なる立場の方からいろいろな形でお寄せいただきました。 また2013年12月に日青協が実施

した中国青年代表団による宮城県石巻市他の訪問の記録とその時の感想も収めました。

今号の編集•発行の作業にかかわる中で強く感じたことは次のようなことでした。
一つは、 時間の経過とともに一人ひとりの立場や状況が個別化・多様化し、 ひとくくりに

は見ることができないという、 あたりまえのことです。 記録の意義は、 そうした様々な声を

拾いあげること、 多様な声を受けとめることにあると考えます。 異なる立場や見解も排除せ

ず、 それを交し合うことを土台にしながら、 孤立や分断に抗っていきたいと感じました。

二つに、 今も続いている震災 具体的には東京電力福島第一原子力発電所事故とその放
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城努力升展青年返功。

佐久岡 祥乎(Sakuma • Syouhei) 

宮城具角田市常住 眼並：公司眼貝

1976年出生 宮城具角田市人

宮城具青年困朕絡肋蚊会会長
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11第1章 暮らす

研修会にあたって

辻 智子（進行）

青年団や青年に限らず、 私たちはいよい

よこれから原発とどのように向き合ってい

かなければいけないかを考えなければいけ

ないところに来ています。 そのような現在

地点において、先ほど、 「原発は必要だろう

か？」「必要だったと思うか？」というスト

レートな問いがありました。 この間いを受

けとめて私たちが学習の場ですべきことは、

「必要か、 必要ではないか」ということの

答えを出すこと自体というより、 この問い

を各自が考え判断するための材料や根拠、

視点を出し合ってみることなのだと考えま

す。 こういう視点から考えるとどうだろう

か、ああいう視点から考えてみるとどうか、

というように、 一人ひとりがこの間題と向

き合って自分の意見なり、 あるいは一票を

投じる際の自分の意見なりを持つための判

断の根拠や材料や視点というものを、 いか

に広げて持てるか、 そのなかで自分は何を

重視するのか、 と悩み考えることです。 実

際には、 出し合えば出し合うほど矛盾する

ことも多いのですが、 そのなかで自分は何

を優先したいか、 何を一番大事にしていき

たいと思うかを間うことが必要になります。

それぞれが自分の価値観や判断をもとに何

かを 「選択する」＝ 「捨てる」ことをしな

ければならない場面があるわけで、 その際

の自分の前提となるような学習＝思考の試

行錯誤が決定的に必要なのだろうと思いま

す。

具体的には、 先ほどの分科会で出された

風評被害の問題であったり、 報道の問題で

あったり、（風評は事実と異なってという意

が含まれると思いますが）実態としての放
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■生きる ～東日本大震災と地域青年の記録～

青森県の支援や避難者受け入れ

青森県青森市・工藤 晶信

青森でも、 海沿いの 2 つの市と 2 つの町が

被災しました。 人的被害はほとんどありませ

んでしたが、 港湾関係の被害がかなりあり、

それも今日のニュ ー スで確認したところ、 今

年の秋までに一つ完了するという報告があり

ました。 平成26年度中には95％以上復興で

きる予定という状況になっています。 青森県

内での被災の復興支援は、県内で民家は数軒、

7, 8軒が半壊被害だったので、 青年団が大

きく動くような復興支援というのはほとんど

ありませんでした。 港湾関係だったので行政

が中心となりました。被災地からの避難者は、

平成25年時点で 752 名という発表がありまし

た。そのうちほとんどが岩手・宮城からです。

福島からの人数が、1年ちょっと前で60何名

ということですが、 それが原発関係でどれ<

らい来ているかという情報が発表になってい

ません。 やはり下北半島というのは、 六カ所

の核燃料サイクル施設、 東通村の原発、 大間

原発、 むつ市の中間貯蔵施設をつくつていま

すが、 原子力にかなり関係が深い地域という

こともあって、 県の方でも原発関係で避難し

てきた人数を公表したくないようで、 教えて

くれませんでした。 下北地域では、 原子力関

連の仕事が特に重要視されており、 これらが

なかったら地域を出て行く青年が数多くいま

す。

青森に避難してきてくれている方はほとん

ど県営住宅、 市営住宅、 雇用促進住宅などに

84 

ほぼ入居しています。 福島から来られていた

方のほとんどが親族を頼ってきている方が中

心で、 震災被災者のための住宅に入っている

人というのが福島からはそう何人もいないと

聞いています。 ほとんどが近い、 岩手、 宮城

の方からの被災者である程度占められていま

す。 青森の原子力の関係で、 弘前大学が、 放

射線医療の指定機関になっており、 定期的に

原発周辺の市町村に行って健康診断をしてい

ると地元のニュ ー スによく出てきます。 その

弘前大学の取り組みの一環として、 福島の原

発から弘前大学まで、 東北道を中心に放射線

量を計りながら通行してきて実際の発表とど

う違うかという独自の資料も公開しています。

その資料の中に、 公表されている地域以外の

放射線量が高いところの子どもたちの健康診

断をした時、 普通では考えられないような症

状がでているという報道を1、 2回して、 そ

れ以来、 大学のHP以外ではニュ ー スで出る

ことがなくなりました。 これは国の関係もあ

ると思います。 原子力に偏っているという青

森の地域柄もあると思います。

今回の震災の被害が福島、 宮城、 岩手に比

べたら、 ほぼないような状態だったので、 い

ろいろな支援をしてきましたが、 残念なこと

に、 青森県団として独自に動くことができま

せんでした。 加盟団の方では、 子どもたちの

文房具の援助を行い、 少額でしたが義援金も

持って行って子どもたちのために使ってくだ

さいと、 東北町青年団体連絡協議会が月に1

回活動をしています。 今はだいぶ落ち着いて

きたので、 3ヶ月に1回くらいの頻度となっ

たようですが、 それでも行っていると聞いて

います。



座談会で発言する工藤さん

晶信 （＜どう•あきのぶ）

職業：僧侶

1973年生まれ 青森県青森市出身

....れは座談会 (2014 年2月1日）の報告（テ ー プ起

し）を元に本人たちによって文章化された記録であ

る。

1111第2章 まなぶ・ ったえる ・ つながる

山形県と東日本大震災

山形県山形市・小関 新太郎

山形県にも避難してきている方がたくさん

おり、平成26年1月現在6,177人の方が避難

しています。 当然ながら学校や体育館の一次

避難所、 旅館・ホテルの二次避難所にはもう

いません。 現在は、 民間アパートや公営住宅

などに住んでいる方がほとんどとなっていま

す。 避難している方は一番多い時期で、 1

3,700 人くらいいましたが、 徐々に減ってき

ており、 現在では一番多いときの半分以下

なっています。 山形県の場合、 宮城県からの

避難者は423人とそれほど多くはありませんc

ほとんどが福島県からの避難者で5,700人＜

らいです。 それ以外では茨城や千葉などから

50人くらいおられます。知人を頼ってくるよ

うな方は全体のうち600人と10分の1

山形県になじみのなかった方がほとんどです。

県の主な支援としては民間借り上げ住宅の提

供があります。 これは、 県や行政で民間アパ

ートなどを借り上げて避難者に無償で提供す

るというものです。 その間の家賃については

県が負担しています。 避難している方は避難

先と実家を行ったり来たりする二重生活を強

いられているケ ー スが多く、 避難生活は長期

化しており借り上げ期間も一年また一年と延

されていま

のため、 最近は避難者同士のコミュ ー

ィの必要性もでてきています。 民間借り上げ

住宅にばらばらに入ることになるので、 どう

しても孤立、 孤独になりやすいので、 同じ悩

みをもつ避難者どうしのコミュニティをどう
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忘れてはいけないあの日のこと

北海道夕張郡長沼町 ・ 田村 芳克

震災発生直後、 道青協としてどう対応する

か検討している段階で、 加盟団の方で動きが

あったので、 道青協もそれと同時進行するか

たちで、 まずは義援金の募金活動を開始しま

した。 当時は被災地の道路もまだ復旧してい

ない状況で、 お金よりも食べるものや生活に

必要な物資が不足していた中、 道青協はこれ

からどのように支援していこうかという話が

出始めました。 そんな時に宮城県青年会館か

ら北海道青年会館の方に炊き出しに使用する

たまねぎやじゃがいも等日持ちのする野菜が

欲しいという連絡があり、 募金で集まったお

金の一部を使い野菜を準備し、 宮城の青年会

館に送りました。 その後、 青森、 岩手、 福島

の仲間にも魚等の食材を送らせてもらいまし

た。

翌年には、 青年祭・青年大会両実行委員会

の協力を得て、 東北の日本酒やせんべい等を

道青協で買い上げて北海道青年祭、 全道青年

大会で被災地応援ということで販売をしまし

た。 本当にわずかな額ではあるが、 少しでも

東北のお金の流通に貢献できれば、 そして東

北のものを口にすることで、 北海道の参加者

も震災を忘れないようにしたいということで

実施しました。その際、桜ラインのPRも行い、

若干ではありますがストラップの販売のお手

伝いもしました。

その後、 全道青年研究大会の社会部門で震

災をテ ー マに取りあげ、 分科会参加者と話し

■第2章 まなぶ ・ ったえる ・ つながる

合いました。 震災当時、 学生で福島の郡山に

いた参加者もいて、 その時に感じたことなど

を話してもらい、 みんなで共有した。 震災が

起こった時はみんなすごくショックを受け、

何かしたいと思いました。 時が経って、 震災

の津波の映像を繰り返し見るのは本当につら

い、 でも忘れちゃいけない。 でも見るのはつ

らい。 という話があったが、 それって映像を

見直さなきゃ忘れたってことじゃないのでは

と話し、 常に震災の話をしているわけではな

いけれど、 みんな心の片隅には震災のことを

思っているよねということで、 決して忘れて

いるわけではないよねっていうのを確認でき

ました。

その中で感じたのは自分たちに何ができる

のか、 どんなことをすればいいのかわからな

いというのが今の率直な一人一人の思いでは

ないかということです。

今年度の道青協定期大会で理事から「北海

道として何か取り組むことはしないのか」と

いう意見が挙げられたが、 道青協の事業とし

て取り組むのは残念ながら厳しい状態だった

ので、 執行部で何かできることを考えていき

たいという回答をしました。 そのことがきっ

かけとなり、 執行部役員有志で岩手、 宮城の

被災地視察を実施しました。 道青協の公式事

業ではなく、 あくまでも非公式事業として東

北の行けるところを視察に行こうと今年の1

月5、 6、 7日の日程で訪れました。 メンバ

ーは田村副会長と私（吉田）と渡部局長、 鈴

木常任の4人で、 岩手県の大槌町、 陸前高田

市、 宮城県の南三陸町、 石巻市を見るという

日程を組みました。

6日に盛岡を出て、 レンタカ ーで海岸沿い

まで行きました。 大槌に向かう時、 ルートが
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座談会で発言する田村さん

田村 芳克 （たむら・よしかつ）

北海道夕張郡長沼町在住 職業：建設業

1976年生まれ北海道夕張郡長沼町出身

北海道青年団体協議会副会長

これは座談会(2014年2月1日）の報告（テ ー プ起

し）を元に本人たちによって文章化された記録であ

る。
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県団旅行in宮城

福井県連合青年団

9月13日～15日にかけて、 私たちは宮城

県山元町へ行った。

昨年の全国青年間題研究集会で、 「青年団の

成り立ちは社会活動から」ということを聞き、

今まで地域活動をメインとしてきたが、 今お

きている社会問題、 東日本大震災後の現在に

目を向けてみた。 今回の目的は、 社会問題に

対する第一歩として、 東日本大震災から2年

たった今の状況を、 メディアを通してではな

く、 自分たちの目で直接見たり聞いたりする

こととした。 さっそく宮城県団の佐久間会長

に連絡を取り、 齋藤緑さん（元日本青年団協

議会副会長）に特別講師をお願いし、 今回の

旅行を計画した。

宮城県の山元町で見たもの全ては、 現実で

はないように感じるものばかりだった。 街は

にぎやかな普通の街に見えたが、 まだプレバ

ブ小屋のままの役場を見て、 ここも被災地な

のだと感じながら車を降りた。

被災したいろんな場所を見ることができた。

写真1
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■生きる ～東日本大震災と地域青年の記録～

座談会で発言する細川さん

細川 由貴 （ほそかわ ・ゆき）

山形県西置賜郡飯豊町在住 職業：公民館職員

1987年生まれ 静岡県浜松市出身

山形県連合青年団事務局次長

これは座談会 (2014 年2月1日）の報告（テ ー プ起

し）を元に本人たちによって文章化された記録であ

る。
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北海道・東北ブロック研修会

北海道・東北青年団連絡協議会

2013年6月29~30日、 福島県猪苗代町で

平成25年度・北東ブロック研修会＜ワカモノ

しゃべくり研修ホクトーーク！！＞が行われた。

幹事県は福島県連合青年会、 参加者は全部で

29人で 、 内訳は、北海道2人、 青森2人、 岩

手3人、 宮城3人、 秋田1人、 山形2人、 群

馬3人、 福島6人、日青協役員3人（ 福井1

人・ 北海道2人）、日青協事務局員2人、講師

2人だった。 この中には、東日本大震災の津

波被害を受けた東北沿岸地域から来た人、『生

きる』第1号・第2号に震災の体験手記を寄

せた人も含まれている。

研修①(29日16時～18時40分頃）は、 『生

きる』第2号を活用した分科会として、 福島

を中心に今回の研修会参加者 が書いた手記を

共有した上でグループ討議と全体討論が行わ

れた。 研修②(29日18時45分頃～19時40

分頃） では、 福島県連合青年会OBで浪江町

出身の志賀重夫さんの講義と福井県出身の山

田絵美子さん（日青協常任理事）のコメントを

受けて全体討議が行われた。
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■生きる ～東日本大震災と地域青年の記録～

頑張る人の笑顔あふれる

～浜風商店街の訪間～

ひさのはままち

太平洋に面するいわき市久之浜町は、 津波

と火災で町の商業地域が一瞬にしてほぼ壊滅

的状況に陥った。 だが、 自分たちが元気にな

り、 訪れた人も元気になる商店街をつくろう

と、 震災から半年を迎えた2011年9月3日、

多くの人が立ち上がり、 震災による仮設住宅

商店街第一号として久之浜第一小学校敷地内

にオー プンした。 現在は食堂や魚店や酒店、

電器店など10店舗が入居し、地域の暮らしを

支えている。 現在も県内外から多数の訪問が

続いている。

フィ ールドワ ー ク当日、 参加者は商店街の

みなさんが用意したお茶やコ ー ヒ ーのおもて

なしを受け、 当時の様子を聞いたり買い食い

をしながら談笑したりと、 限られた時間を住

民とふれあった。 商店街のみなさんは「本当

に来てくれてありがとう。 また来てください

ね」と大きく手を振りながら見送った。

■浜風商店街ウェブサイト

http : ／／hisanohama-shops. CQm/

写真を見ながら震災の被害など語る
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手をふって見送る商店街の方々
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参加者から寄せられた感想

テレビだけでは分からなかったこと

岩手県青年団体協議会

松田 恵美子

テレビでは福島第一原発のことのみ大々

的に報道されており、 放射能や汚染水等の

話はよく聞くが津波についての情報はほと

んどなかった印象でした。 それまで津波が

どの規模で・ どの位の被害をもたらしたの

か把握していませんでした。 申し訳ないこ

とに、 自分から情報を得るということもし

ておりませんでした。

フィ ールドワ ー クに参加し、 あの大震災

から3年が経とうとしているのにもかかわ

らず、 復旧にまったく手が付けられていな

いと感じました。 自分の住んでいる高田は

津波被害のあったところは更地になってい

ますが、 福島久ノ浜の海岸では家の基礎や

塀の一部などがそのまま残っているところ

もありました。

まずは目の前にある自分の青年団活動を

やっていくだけで精一杯でした。 陸前高田

市では青年芸能祭の会場も流されてしまい

ましたが、 何とか継続していきました。 も

しこれから自分たちに協力できることがあ

ればしていきたいと思います。
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■生きる ～東日本大震災と地域青年の記録～

我々はもう歩みはじめている

宮城県青年団連絡協議会

佐久間 祥平

武藤 順子

正直に言うと、 今回の第2回理事会時の

フィ ールドワ ークにはずっと疑問を感じて

いました。窮屈な日程になるのではないか。

理事会は疎かにならないのか。 理事ば怖が

らずに福島に入るのか。 いわきの方々は

我々の視察を快く受け入れてくれるのか。

今回視察した福島県いわき市の四ツ倉地

区は、 我々も震災後初めて訪れることもあ

って、 隣の県とはいえ非常に興味を持って

いました。 もちろん不謹慎な意味ではあり

ません。 被災当時は、 わざわざ被災地に行

きたいとは思いませんでした。 身近なとこ

ろで眼に入ってきた光景だからです。 しか

し、 復旧・復興が進んできている今、 四ツ

倉では当時からどのような変化があったの

か気になったのでした。

当日、 我々は北東ブロックのメンバーで

昼食を摂りながら全国の理事を待っていま

したが、 やはりみんなの顔を見るまでは不

安でした。 ある程度の人数は集まったと聞

いていましたが、 当日キャンセルの可能性

や、 同じ北東ブロックの県として福島に対

して良い印象を持って帰ってほしいとの想

いなどがめぐりました。 もちろんそれは

我々の取り越し苦労に終わったと思ってい

ますが、 始まるまでの思いは複雑でした。

印象に残っているのは、 当事者のみなさ

んのお話すべてといって良いと思います。

我々も宮城でいろいろな受入事業を行なっ
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てきましたが、 参加者に話を聞くとほとん

どの方が「現地を見たこともそうだが、 現

地の方々のお話が心に残った」と言ってく

ださっています。

今回のフィ ールドワ ークの舞台となった

福島県は、 我々の住む宮城県、 そして岩手

県とともに被災3県とよく称されます。 震

災後約3年間そう呼ばれていますが、 そろ

そろこの括りは外してもらえないかと思う

ことがよくあります。 もちろんこの震災は

忘れてはならないし、 これから起こると予

想される南海トラフなどの地震が起きた時

の対応の参考にしていくことになると思い

ます。

しかし、 我々はもう前に歩みはじめてい

るのです。 今後は日青協として何らかのプ

ロジェクトをやっていったらどうかと思い

ます。 それは被災地域中心の取り組みでは

なく、 日本全体でできる取り組みです。 未

来の青年たちにつながるものを残していけ

ればと考えています。



もっと早く行けばよかった

群馬県青年団連合会

東日本大震災の当日、 工場勤務の私は、

夕方からの勤務を控え自宅の居間でテレビ

を見ていました。そろそろ出勤の準備を始

めようかと思っていたときに揺れが来まし

最初、 すぐにおさまるだろうとタカ

くくつていましたが、 さらに揺れがひどく

なりいつもの地震と違うと感じました。

35年の木造の自宅がぎしぎしときしみ、 も

しかして潰れるのではと一瞬頭をよぎりま

したが、 様子を見ようと家の中で一番柱が

密集していると思われる、 家の中心に移動

111第2章 まなぶ・ったえる・つながる

して柱に掴まっていました。

揺れがおさまって、 家の状態を見ても特

に被害がありませんでした。 また、 地震

伴い、 停電が発生していた所もありま

が、自宅の周囲は停電がありませんでした。

どこが震源地なのかと思いテレビをつけて

いたら、 東北が震源地でかなり大きし

であったと放送していました。各地の情報

を映像で流していました。 その中で、 気仙

沼漁港の様子で、 海面が徐々に浮き上がっ

きた様子を見て自分が思っていた津波と

違うなと思っていました。 今から思うと

波の前兆だったと思います。

こで出勤時間となり、 会社に向かいま

した。太田の町はいつもと変わらないよう

に思えました。会社に着くと、 従業員

て工場の外に退避したままで、 聞け

してどうにもならない状態でし

工場内の安全確認も出来ないため工場

にも入れず、 次の日に電気が来るのを待っ

て、 るということでそこ

となりました。

ヽなことに自宅は停電の影響を受けて

いませんでした。11日の夜、 テレビでは津

波の映像を繰り返し放送していて、 昼間見

た映像はほんの始めの瞬間でしかないこと

を思い知らされました。そして、 気仙沼だ

けでなく東北の海岸線一帯全てがとんでも

ない状態であったと認識させられまし

その夜は妙に興奮して眠れず、 繰り

レビから流れる津波の映像を流していたと

思いま

夜が明けて、 昨日のことがなぜか嘘っ

く思えて、 冗談であればと思いながらテレ

つけるとやはり津波のことを放送して

いて現実に引き戻されました。 その日は、
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ルを全て使っで情報を出してください。 そ

れが、 現地の青年の励みとなり、 見ていて

くれる人がいるという安心感につながるの

です。 小さなことですが、 それが風化を防

ぐことにもつながるのです。

青年団が被災した地域をはじめ全国各地

で活動すること、 これが被災した地域を明

るくし、 日本を明る＜します。 自然災害が

多発するこの日本において、 地域をベース

に活動する青年団の存在意義は今後も増す

ことでしょう。 自分たちの活動に自信をも

って、 被災地で、 全国各地で今後も活動を

展開してください。

日本青年団新聞 2014 年 3 月号の FOCUS「復

興の旗印 沿岸部の青年団」で掲載した記事を転

載した。

取材を受ける池上さん

池上 洋通 （いけがみ ・ ひろみち）

東京都日野市在住

1941年生まれ 静岡県清水市（現静岡市）出身

自治体研究所主任研究員
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■第3章 広がる ・ 広げる—今後に向けて

震災に学ぶ

北海道夕張郡栗山町・澤田 康文

「ビンビンビン」と言いながら人差指で

指すと「バンバンバン」と人差指で返して

きた加藤国雄さん。 これは仲間内で定着し

ていた加藤さんとのコミュニケ ー ションを

取る一つの方法でした。 震災一週間前の全

青研において、 当時日青協常任理事であっ

た加藤さんと二人で分科会の司会を行うこ

とになり、 事前にお互いに「精一杯頑張り

ましょう」と確認しあったにも関わらず、

当日は終始ほとんどを加藤常任に任せきり

になってしまいました。 改めて「ありがと

う」と「ごめんなさい」を伝えようと、 そ

して、 自分が日青協常任理事に立候補する

ことになり、 同じ北東ブロックの加藤常任

を頼りに頑張っていく決意を伝えようとし

ていた矢先の出来事でした。 震災当日、 加

藤さんは大槌町の自治体職員として、 役場

庁舎前に防災対策本部を設営しようとして

いるときに津波の被害にあわれました。 そ

れから1年後となってしまいましたが、 大

槌町にある加藤さんのご両親が住んでいる

仮設住宅にお邪魔する機会ができ、 加藤さ

んの位牌に手を合わせることができました。

加藤さんの温厚な人柄が親譲りであること

を感じたとともに加藤さんの分も頑張って

いこうと思いを新たにすることができたあ

たたかなひと時となりました。改めまして、

これまでの加藤さんのご功績に心から敬意

を表します。

いつどこで何が起こるかわからないのが

自然災害であり、 このたびの震災で日頃か

らの危機意識の高さや非常時に対する備え
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